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成には Lomagundi イベントまたは Jatulian イベントが大きく影響していると考察した。一方で
Zanhuang 岩塊の結晶質石灰岩は、20.3-19 億年前に背弧海盆の浅海で堆積したことを明らかに
した。Zanhuang 岩塊の岩石の δ13C 値は海洋の炭酸塩の値にほぼ等しいことから、この石灰岩
は Jatulianイベント後に堆積したと筆者は結論づけている。 
 さらに著者は Fuping岩体の TTG 片麻岩中にみられる苦鉄質グラニュライトの変成作用につ
いての研究を行い、この岩石から約 8–11 kbar、850–900℃のピーク変成温度圧力条件を求めた。
また得られた年代学的データから、この岩石の原岩は約 23 億年前の苦鉄質貫入岩であり、約












し、当該地域の原岩が約 23–21 億年前のマグマ活動によって形成され、約 19.2–19.3 億年前の
ピーク変成作用と約 18.6–18.3 億年前の後退変成作用の２回の変成作用を記録していることか
ら、北中国地塊が安定大陸となった時期を約 19.3–19.0億年前と結論づけた。このように北中国
地塊が安定化した時期を決定した研究は、著者によるものが初めてであり、その成果は国内外
から高い評価を得ている。 
 
 平成２９年７月１２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審
査及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行っ
た。その結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
